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大
切
な
財
産　
農
業
を
守
る　

初
夏
の
水
田
に
映
る
北
ア
ル
プ
ス
の
水

鏡
、
黄
金
に
輝
く
稲
田
、
真
っ
赤
に

色
づ
い
た
リ
ン
ゴ
畑
や
真
っ
白
な
ソ
バ
畑

―
―
。
農
の
営
み
は
豊
か
な
食
や
風
景
を

創
り
出
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
安
曇
野
の
大
切
な
財
産
「
田

園
風
景
」
と
共
に
あ
る
、
農
の
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、「
第
３
次
農
業
・
農
村

振
興
基
本
計
画
（
令
和
４
～
８
年
度
）」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
信
州
大
学
農
学
部
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
結
果
と
最
新
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス

２
０
２
０
の
結
果
か
ら
分
か
っ
て
き
た
安

曇
野
の
農
業
の
現
状
を
「
数
字
」
を
切
り

口
に
紹
介
し
ま
す
。

安
曇
野
の
農
業
の
リ
ア
ル

数
字
で
農
業
を
見
て
み
よ
う

全
国
的
に
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
み
、
本
市
で
も
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」
を
支
え
る
「
農
業
」
を
維
持
す
る

た
め
に
も
安
曇
野
の
農
業
の
今
を
見
つ
め
、
未
来
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

全世帯に占める総農家数の割合

年齢別農業従事者割合（自営農業に従事した世帯員）

農作業を外部に委託している人の割合
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非農家数 総農家数

23,191戸 28,269戸 31,981戸

6,986戸

5,916戸
4,553戸

資料：農林業センサス、国勢調査

総農家数 4,553 戸
農業を仕事とする人が減り、2000

年の 6,986 戸から2,433 戸（34.8
％）減少しています。世帯割合から
みても、20 年前は、おむおね４戸に
１戸が農家世帯でしたが、現在は 8
戸に１戸まで減少しています。

仕事として主に農業に

従事している人の平均年齢 70.21 歳

外部に作業を委託

している人の割合 54.2％

前回（2015 年）調査と比較して市内で
は 0.41 歳上昇しており、安曇野の農業は、
多くの元気な高齢の農業者に支えられてい
ることが分かります。また、長野県平均は、
69.4 歳となっており、全県と比較しても
高齢化が進んでいます。

資料：農林業センサス
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市の特産品である米は、「機械作物」とも呼ばれ、農業
機械が不可欠です。価格が高額なため、機械作業を委託す
る農家さんが多くなっています。また、土手の草刈りが負
担と感じる人も多くいます。特に中山間地域では土手の草
刈りが容易ではありません。高齢化により、作業を委託し
ようにも担う人がいないという課題も出ています。 資料：2020 農業・農村振興に関するアンケート調査

（R2.12 月～ R3.1 月に市が実施。市内で農業生産を行う
個人農家 1,000 件を対象に実施、457 件回答）

作業の全てを
委託している 7.4％

無回答 5.3％

作業の一部を
委託している 46.8％

全て自分（家族）が
作業する 40.5％

信州大学学術研究院（農学系）助教　小林みずき さん

63.2％
この数字は、今回、市内農業者を対象にしたアンケートで「農業に携わってよかった」と答
えた人の割合です。高齢化、担い手不足などマイナス面ばかりが注目

されることが多い農業ですが、食べ物を自らの手で作ることで得られる学びや充足
感はもちろん、家族と一緒に働けるメリットや親戚・知人の喜ぶ姿など、農業には
何にも代えがたい効用があり、これらが農業者の満足度につながっていると考えら
れます。今回の調査からは、農業法人や認定農業者と呼ばれる「担い手」のもとへ
農地が集まりつつある一方で、将来の担い手へ地域の農業を継承していく重要な役
割を担う集落営農組織等で、若者の参加が少ない状況が分かりました。産業として
の農業振興と並行し、居住空間としての農村を守るために、将来の担い手の確保や
農業に関係する市民を増やしていくことが大切です。

農業と関わり 暮らしをより豊かに

はじめよう！みんなで農業
安曇野のシンボルのひとつでもある農業は、担い手の高齢化や減少が進んでいます。今後、この田園風景

を守っていくには、市民の皆さんに農業について考えていただくことが必要です。作ること、食べること、
少しの興味と意欲があれば、誰もが農業へ参加できます。農のある暮らしを始めてみませんか？

農業に興味は？
ある！やりたい！ あまりない・・

忙しくて・・　

地元産を買って応援！①　農業体験をしてみたい　　　　　　　　　　→ A
②　農家さんのお手伝いがしたい　　　　　　　→ B
③　自家野菜を栽培し農的生活を楽しみたい　　→ C
④　農業を仕事にしたい　　　　　　　　　　　→ D

Ａ．農業体験講座で
　　　　　スキルアップ！

Ｃ．家庭菜園にチャレンジ！ Ｄ．まずは情報収集を！

Ｂ．農作業サポート
　　　　　地域活動への参加

市では、年間を通じてさまざまな
農作物の栽培体験ができる講座が開
設されています。基礎知識を学んで
みましょう！

講座の紹介　 84073ID

自分で栽培した野菜のおいしさは
格別！初心者には、農業技術アドバ
イザーが相談に応じます。また、自
宅に畑がない場合、市民農園を利用
したり、小規模農地を借りることも
可能です。

農業技術アドバイザー　 84072ID
市民農園　　　　　　  61872ID

人手不足の農家を支援するため、
お手伝いの募集があります。また、
地域で農業体験ができることも。近
所の農家さんと直接触れ合うこと
で、見える景色も変わっ
てくるかもしれません。

農業を仕事にするには、熱意・意
欲だけでなく、知識を得て、しっか
り計画を立てることが必要です。就
農相談室もありますので、分からな
いことがあれば気軽に相談ください。

就農相談室　 64820ID

自分で畑を耕し、農作物を栽培する
ことだけが農業との関わりではありませ
ん！地元生産者が作った農作物を買うこ
とも農地の維持につながります。昨年度、
市が実施した「市政全般に関する意識
調査」では、「地元農産物を積極的
に購入する」と答えた市民の割合が

26.8％でした。地域での消費を意識
する人が増えれば、農家所得の向上や、
農業者のやりがいにもつながり、農地
の維持が図られます。

まずは、地元産の農産物に目を向け
ることから始めてみましょう！

直売所の紹介 64979ID

問農政課 471・2427

※経営耕地面積が 10ａ以上または農産物
　販売金額 15万円以上の農家

どのように農業と関わりたい？

1 日農業・バイトデイワーク

（戸）
※

地元の農家さん
が作った新鮮で
安心な野菜を食
べよう！


